
項 目 受診者数 異常なし 要指導 要精検 

骨粗しょう症検診 1,327 789 372 166 

項  目 受診者数 結果内訳 

Ｂ型肝炎ウイルス検査 783 陽性者 6人 

Ｃ型肝炎ウイルス検査 783 感染している可能性が極めて高い人 0人 

決算書掲載頁　145

早期の骨量減少者を発見し、栄養・運動面等の保健指導により改善を図り、骨粗しょう症予防や悪化防止を図る。
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委託 平成14年度 健康増進法

当該年度に満４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性市民：約6,200人

今後も引き続き検診の必要性について啓発し、要指導者への指導を実施する。
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骨祖しょう症検診をうけることによって、生活習慣を見直し、適切な治療に結びつけることができるように援助を行う。
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肝臓がんの原因の９０％が、肝炎ウイルスによるものであるため、肝炎ウイルスの感染者を早期に発見し、必要に応じ
て保健指導を行い、適切な治療を受けることで肝炎による健康被害を回避することを目的とする。
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委託 平成14年度 健康増進法

４０歳以上の市民（平成１４年以降未受信の者）：約900人

肝臓がんでの死亡を減らすために、検査未実施者への受診勧奨を継続して行う。
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肝臓がんの予防のため、感染している可能性の高い受診者には精密検査を受診するよう指導を行い、肝炎ウイルス感
染者の早期発見に努める。目
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細事業：骨粗しょう症検診事業                                

１．骨粗しょう症検診 

骨粗しょう症は骨強度が低下し骨折等の基礎疾患となり、高齢社会の進展によりその増加が予想されることから、

早期に骨量減少者を発見し、骨粗しょう症を予防することを目的に、４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、

６５歳及び７０歳の女性市民を対象に骨粗しょう症検診を実施した。 

(1)実施方法  市内の取り扱い医療機関において個別健診として実施 

(2)実施内容  問診、エックス線検査（ＤＸＡ法※またはＭＤ法※） 

(3)実施期間  平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 

(4)実  績   

                                     （単位：人） 

 

 

 

 

   ※ＤＸＡ法 

    ･･･全身または腰椎などの重要な部位について、二種類の X線を当てて骨密度を測定する方法。 

※ＭＤ法 

    ･･･人差し指の根元の骨をＸ線写真撮影して、写真の陰影濃度を分析する事によって骨密度を測定する方法。 

 

 

 

細事業：肝炎検査事業                             

１．Ｂ型Ｃ型肝炎ウイルス検査 

 肝炎対策の一環として、肝炎ウイルスに関する正しい知識を普及させるとともに、市民が自身の肝炎ウイルス感

染の状況を認識し、必要に応じて保健指導を受け、医療機関で受診することにより、肝炎による健康障害を回避し

症状を軽減し、進行を遅延させることを目的に実施した。当該年度内に満４０歳になる市民と、４０歳以上で平成

１４年以降にＢ型Ｃ型肝炎ウイルス検査を未受診で受診を希望する市民を対象に実施した。 

 

(1)実施方法  市内の取り扱い医療機関において個別健診として実施。特定健康診査と同時実施を基本とするが、

実施医療機関において特定健康診査を受診しない場合は、単独実施も可能とした。 

(2)実施内容  血液検査（Ｂ型肝炎ウイルス検査・Ｃ型肝炎ウイルス検査） 

(3)実施期間  平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 

(4)実  績   

                                       （単位：人） 

 

 

 

 

２． 肝炎対策強化推進事業 

  平成２３年度より肝炎対策強化推進事業として４０歳以降に一度も当該検査を受診していない市民（４０歳以上

６０歳までの５歳刻みの年齢）を対象に個別勧奨を行った。(7,012人) 

 

項 目 受診者数 異常なし 要指導 要精検 

骨粗しょう症検診 1,327 789 372 166 

項  目 受診者数 結果内訳 

Ｂ型肝炎ウイルス検査 783 陽性者 6人 

Ｃ型肝炎ウイルス検査 783 感染している可能性が極めて高い人 0人 


